
◎
公
文
書
等
の
管
理
に
関
す
る
法
律

（
平
成
二
一
年
七
月
一
日
法
律
第
六
六
号
）

一
、
提
案
理
由（
平
成
二
一
年
五
月
二
二
日
・
衆
議
院
内
閣
委
員
会
）

○
小
渕
国
務
大
臣

公
文
書
等
の
管
理
に
関
す
る
法
律
案
に
つ
き
ま
し

て
、
そ
の
提
案
理
由
及
び
概
要
を
御
説
明
申
し
上
げ
ま
す
。

国
民
の
貴
重
な
知
的
資
源
で
あ
る
公
文
書
を
適
切
に
管
理
し
、
後
世
に

伝
え
て
い
く
こ
と
は
、
国
の
重
要
な
責
務
で
あ
り
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
昨
今
、
行
政
機
関
に
お
い
て
不
適
切
な
文
書
管
理
事

案
が
発
生
す
る
な
ど
、
公
文
書
管
理
の
状
況
は
、
国
民
の
国
に
対
す
る
信

頼
を
失
わ
せ
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

国
の
重
要
な
責
務
を
果
た
し
、
不
適
切
事
案
の
再
発
を
防
止
す
る
た
め

に
は
、
文
書
管
理
法
制
を
確
立
す
る
こ
と
に
よ
り
国
民
の
期
待
に
こ
た
え

得
る
公
文
書
管
理
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
た

め
、
こ
の
法
律
案
を
提
出
し
た
次
第
で
す
。

こ
の
法
律
案
の
概
要
は
、
統
一
的
な
、
行
政
文
書
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル

を
通
じ
た
管
理
ル
ー
ル
や
歴
史
公
文
書
等
の
保
存
及
び
利
用
の
ル
ー
ル
を

規
定
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
適
切
な
運
用
を
図
る
た
め
、
公
文
書
管
理
委

員
会
の
設
置
、
内
閣
総
理
大
臣
に
よ
る
改
善
勧
告
な
ど
に
つ
い
て
定
め
る

も
の
で
す
。

何
と
ぞ
、
慎
重
に
御
審
議
の
上
、
速
や
か
に
御
賛
同
く
だ
さ
い
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

二
、
衆
議
院
内
閣
委
員
長
報
告（
平
成
二
一
年
六
月
一
一
日
）

○
渡
辺
具
能
君

た
だ
い
ま
議
題
と
な
り
ま
し
た
法
律
案
に
つ
き
ま
し

て
、
内
閣
委
員
会
に
お
け
る
審
査
の
経
過
及
び
結
果
を
御
報
告
申
し
上
げ

ま
す
。

本
案
は
、
公
文
書
等
の
管
理
に
関
す
る
基
本
的
な
事
項
と
し
て
、
行
政

文
書
等
の
作
成
・
保
存
、
国
立
公
文
書
館
へ
の
移
管
等
に
つ
い
て
の
原
則

を
定
め
る
と
と
も
に
、
歴
史
資
料
と
し
て
重
要
な
公
文
書
等
が
国
立
公
文

書
館
等
に
お
い
て
適
切
に
保
存
さ
れ
、
利
用
に
供
さ
れ
る
た
め
に
必
要
な

措
置
等
を
講
じ
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

本
案
は
、
去
る
五
月
二
十
一
日
本
委
員
会
に
付
託
さ
れ
、
翌
二
十
二
日

小
渕
国
務
大
臣
か
ら
提
案
理
由
の
説
明
を
聴
取
し
た
後
、
二
十
七
日
か
ら

質
疑
に
入
り
、
二
十
九
日
に
は
参
考
人
か
ら
意
見
を
聴
取
す
る
な
ど
慎
重

な
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

六
月
十
日
、
本
案
に
対
し
、
自
由
民
主
党
、
民
主
党
・
無
所
属
ク
ラ
ブ
、

公
明
党
、
日
本
共
産
党
及
び
社
会
民
主
党
・
市
民
連
合
の
五
派
共
同
提
案

に
よ
り
、
目
的
に
、「
公
文
書
等
が
、
健
全
な
民
主
主
義
の
根
幹
を
支
え

る
国
民
共
有
の
知
的
資
源
と
し
て
、
主
権
者
で
あ
る
国
民
が
主
体
的
に
利
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用
し
得
る
も
の
で
あ
る
こ
と
」
を
明
記
す
る
こ
と
、
行
政
機
関
の
職
員
の

文
書
作
成
義
務
に
つ
い
て
、
そ
の
範
囲
の
具
体
化
及
び
明
確
化
を
図
る
た

め
の
規
定
を
整
備
す
る
こ
と
、
行
政
文
書
フ
ァ
イ
ル
等
の
廃
棄
に
つ
い
て

の
内
閣
総
理
大
臣
の
同
意
に
関
す
る
規
定
を
整
備
す
る
こ
と
等
を
主
な
内

容
と
す
る
修
正
案
が
提
出
さ
れ
、
提
出
者
か
ら
趣
旨
説
明
を
聴
取
い
た
し

ま
し
た
。
次
い
で
、
原
案
及
び
修
正
案
を
一
括
し
て
質
疑
を
行
い
、
同
日

質
疑
を
終
局
し
、
採
決
い
た
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
修
正
案
及
び
修
正
部
分

を
除
く
原
案
は
い
ず
れ
も
全
会
一
致
を
も
っ
て
可
決
さ
れ
、
本
案
は
修
正

議
決
す
べ
き
も
の
と
決
し
た
次
第
で
あ
り
ま
す
。

な
お
、
本
案
に
対
し
附
帯
決
議
が
付
さ
れ
ま
し
た
。

以
上
、
御
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

○
委
員
会
修
正
の
提
案
理
由（
平
成
二
一
年
六
月
一
〇
日
）

○
上
川
委
員

た
だ
い
ま
議
題
と
な
り
ま
し
た
公
文
書
等
の
管
理
に
関
す

る
法
律
案
に
対
す
る
修
正
案
に
つ
き
ま
し
て
、
自
由
民
主
党
、
民
主
党
・

無
所
属
ク
ラ
ブ
、
公
明
党
、
日
本
共
産
党
及
び
社
会
民
主
党
・
市
民
連
合

の
五
派
の
提
出
者
を
代
表
い
た
し
ま
し
て
、
そ
の
提
案
の
理
由
及
び
概
要

に
つ
い
て
御
説
明
申
し
上
げ
ま
す
。

本
修
正
案
は
、
こ
れ
ま
で
の
当
委
員
会
に
お
け
る
議
論
を
踏
ま
え
、
国

民
の
期
待
に
こ
た
え
得
る
よ
り
よ
い
公
文
書
管
理
の
法
制
度
を
実
現
す
る

た
め
、
与
野
党
を
通
じ
た
立
法
府
の
意
思
を
も
っ
て
政
府
提
出
の
法
律
案

を
修
正
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
、
先
般
来
、
与
野
党
に
お
い
て
協
議
を
行

い
、
取
り
ま
と
め
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。

そ
の
主
な
内
容
は
、
第
一
に
、
目
的
に
、「
公
文
書
等
が
、
健
全
な
民

主
主
義
の
根
幹
を
支
え
る
国
民
共
有
の
知
的
資
源
と
し
て
、
主
権
者
で
あ

る
国
民
が
主
体
的
に
利
用
し
得
る
も
の
で
あ
る
こ
と
」
を
明
記
す
る
こ
と

と
し
て
お
り
ま
す
。

第
二
に
、
行
政
機
関
の
職
員
は
、
こ
の
法
律
の
目
的
の
達
成
に
資
す
る

た
め
、
当
該
行
政
機
関
に
お
け
る
経
緯
も
含
め
た
意
思
決
定
に
至
る
過
程

並
び
に
当
該
行
政
機
関
の
事
務
及
び
事
業
の
実
績
を
合
理
的
に
跡
づ
け
、

ま
た
は
検
証
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
処
理
に
係
る
事
案
が
軽
微
な
も

の
で
あ
る
場
合
を
除
き
、
法
令
の
制
定
ま
た
は
改
廃
及
び
そ
の
経
緯
そ
の

他
の
事
項
に
つ
い
て
、
文
書
を
作
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
し
て

お
り
ま
す
。

第
三
に
、
行
政
機
関
の
長
は
、
行
政
文
書
フ
ァ
イ
ル
等
に
つ
い
て
、
保

存
期
間
の
満
了
前
の
で
き
る
限
り
早
い
時
期
に
、
保
存
期
間
が
満
了
し
た

と
き
の
措
置
と
し
て
、
国
立
公
文
書
館
等
へ
の
移
管
の
措
置
を
と
る
か
、

廃
棄
の
措
置
を
と
る
か
を
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
し
て
お
り
ま

す
。第

四
に
、
行
政
機
関
の
長
は
、
そ
の
保
存
す
る
行
政
文
書
フ
ァ
イ
ル
等

の
集
中
管
理
の
推
進
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
し
て
お
り
ま

す
。
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第
五
に
、
行
政
文
書
フ
ァ
イ
ル
管
理
簿
及
び
法
人
文
書
フ
ァ
イ
ル
管
理

簿
の
公
表
に
関
す
る
措
置
は
、
公
文
書
等
の
管
理
に
関
す
る
法
律
に
お
い

て
定
め
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

第
六
に
、
行
政
機
関
の
長
は
、
保
存
期
間
が
満
了
し
た
行
政
文
書
フ
ァ

イ
ル
等
を
廃
棄
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
内
閣
総
理
大
臣

に
協
議
し
、
そ
の
同
意
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
す
る
と
と
も

に
、
内
閣
総
理
大
臣
は
、
行
政
文
書
フ
ァ
イ
ル
等
に
つ
い
て
特
に
保
存
の

必
要
が
あ
る
と
認
め
る
場
合
に
は
、
当
該
行
政
文
書
フ
ァ
イ
ル
等
を
保
有

す
る
行
政
機
関
の
長
に
対
し
、
当
該
行
政
文
書
フ
ァ
イ
ル
等
に
つ
い
て
、

廃
棄
の
措
置
を
と
ら
な
い
よ
う
に
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
し
て
お

り
ま
す
。

第
七
に
、
内
閣
総
理
大
臣
は
、
行
政
文
書
管
理
規
則
ま
た
は
利
用
等
規

則
の
制
定
ま
た
は
変
更
に
つ
い
て
同
意
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
公
文

書
管
理
委
員
会
に
諮
問
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

第
八
に
、
行
政
機
関
の
長
及
び
独
立
行
政
法
人
等
は
、
そ
れ
ぞ
れ
、
当

該
行
政
機
関
ま
た
は
当
該
独
立
行
政
法
人
等
の
職
員
に
対
し
、
公
文
書
等

の
管
理
を
適
正
か
つ
効
果
的
に
行
う
た
め
に
必
要
な
知
識
及
び
技
能
を
習

得
さ
せ
、
及
び
向
上
さ
せ
る
た
め
に
必
要
な
研
修
を
行
う
こ
と
と
す
る
と

と
も
に
、
国
立
公
文
書
館
は
、
行
政
機
関
及
び
独
立
行
政
法
人
等
の
職
員

に
対
し
、
歴
史
公
文
書
等
の
適
切
な
保
存
及
び
移
管
を
確
保
す
る
た
め
に

必
要
な
知
識
及
び
技
能
を
習
得
さ
せ
、
及
び
向
上
さ
せ
る
た
め
に
必
要
な

研
修
を
行
う
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

第
九
に
、
行
政
機
関
の
長
及
び
独
立
行
政
法
人
等
は
、
統
合
、
廃
止
等

の
組
織
の
見
直
し
が
行
わ
れ
る
場
合
に
お
い
て
、
見
直
し
後
に
お
け
る
行

政
文
書
等
の
適
切
な
管
理
の
た
め
の
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ

と
と
し
て
お
り
ま
す
。

第
十
に
、
附
則
に
行
政
文
書
及
び
法
人
文
書
の
範
囲
そ
の
他
の
事
項
に

係
る
検
討
条
項
を
規
定
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

以
上
が
、
本
修
正
案
の
提
案
の
理
由
及
び
そ
の
概
要
で
あ
り
ま
す
。

何
と
ぞ
委
員
各
位
の
御
賛
同
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

○
附
帯
決
議（
平
成
二
一
年
六
月
一
〇
日
）

政
府
は
、
本
法
の
施
行
に
当
た
っ
て
は
、
次
の
諸
点
に
つ
い
て
適
切
な

措
置
を
講
ず
べ
き
で
あ
る
。

一

公
文
書
管
理
の
改
革
は
究
極
の
行
政
改
革
で
あ
る
と
の
認
識
の
も

と
、
公
文
書
管
理
の
適
正
な
運
用
を
着
実
に
実
施
し
て
い
く
こ
と
。

二

公
文
書
等
の
管
理
に
関
す
る
施
策
を
総
合
的
か
つ
一
体
的
に
推
進
す

る
た
め
の
公
文
書
管
理
担
当
機
関
の
在
り
方
に
つ
い
て
検
討
を
行
う
こ

と
。

三

行
政
文
書
の
管
理
が
適
正
に
行
わ
れ
る
こ
と
を
確
保
す
る
た
め
、
一

定
の
期
間
が
経
過
し
た
行
政
文
書
に
関
し
そ
の
保
存
期
間
満
了
前
に
一

括
し
て
保
管
等
の
管
理
を
行
う
制
度
（
い
わ
ゆ
る
中
間
書
庫
の
制
度
）
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を
各
行
政
機
関
に
導
入
す
る
こ
と
に
つ
い
て
検
討
を
行
う
こ
と
。

四

国
民
に
対
す
る
説
明
責
任
を
果
た
す
た
め
、
行
政
の
文
書
主
義
の
徹

底
を
図
る
と
い
う
本
法
の
趣
旨
に
か
ん
が
み
、
軽
微
性
を
理
由
と
し
た

恣
意
的
な
運
用
の
な
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
万
全
を
期
す
る
こ

と
。

五

公
文
書
管
理
と
情
報
公
開
が
車
の
両
輪
関
係
に
あ
る
も
の
で
あ
る
こ

と
を
踏
ま
え
、
両
者
の
適
切
な
連
携
が
確
保
さ
れ
る
よ
う
万
全
を
期
す

る
こ
と
。

六

公
文
書
の
適
正
な
管
理
が
、
国
民
主
権
の
観
点
か
ら
極
め
て
重
要
で

あ
る
こ
と
に
か
ん
が
み
、
公
文
書
管
理
に
関
す
る
職
員
の
意
識
改
革
及

び
能
力
向
上
の
た
め
の
研
修
並
び
に
専
門
職
員
の
育
成
を
計
画
的
に
実

施
す
る
こ
と
。
ま
た
、
必
要
な
人
員
、
施
設
及
び
予
算
を
適
正
に
確
保

す
る
こ
と
。

七

既
に
民
営
化
さ
れ
た
行
政
機
関
や
独
立
行
政
法
人
等
が
保
有
す
る
歴

史
資
料
と
し
て
重
要
な
文
書
に
つ
い
て
、
適
切
に
国
立
公
文
書
館
等
に

移
管
さ
れ
る
よ
う
積
極
的
に
対
応
す
る
こ
と
。

八

国
立
公
文
書
館
等
へ
移
管
さ
れ
た
特
定
歴
史
公
文
書
等
に
対
す
る
利

用
制
限
に
つ
い
て
は
、
利
用
制
限
は
原
則
と
し
て
三
十
年
を
超
え
な
い

も
の
と
す
べ
き
と
す
る
「
三
十
年
原
則
」
等
の
国
際
的
動
向
・
慣
行
を

踏
ま
え
、
必
要
最
小
限
の
も
の
と
す
る
こ
と
。

九

本
法
に
基
づ
く
政
令
等
の
制
定
・
改
廃
の
過
程
及
び
公
文
書
の
管
理

・
利
活
用
に
関
し
て
、
十
分
に
公
開
し
、
多
く
の
専
門
的
知
見
及
び
国

民
の
意
見
が
取
り
入
れ
ら
れ
る
機
会
を
設
け
る
こ
と
。

十

特
定
歴
史
公
文
書
等
の
利
用
請
求
及
び
そ
の
取
扱
い
に
お
け
る
除
外

規
定
で
あ
る
本
法
第
十
六
条
に
規
定
す
る
「
行
政
機
関
の
長
が
認
め
る

こ
と
に
つ
き
相
当
の
理
由
」
の
有
無
の
判
断
に
関
し
て
は
、
恣
意
性
を

排
し
、
客
観
性
を
担
保
す
る
方
策
を
検
討
す
る
こ
と
。

十
一

特
定
歴
史
公
文
書
等
の
適
切
な
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
化
を
推
進

し
、
一
般
の
利
用
を
促
進
す
る
こ
と
。

十
二

公
文
書
の
電
子
化
の
在
り
方
を
含
め
、
電
子
公
文
書
の
長
期
保
存

の
た
め
の
十
分
な
検
討
を
行
う
こ
と
。

十
三

刑
事
訴
訟
に
関
す
る
書
類
に
つ
い
て
は
、
本
法
の
規
定
の
適
用
の

在
り
方
を
引
き
続
き
検
討
す
る
こ
と
。

十
四

一
部
の
地
方
公
共
団
体
に
お
い
て
公
文
書
館
と
公
立
図
書
館
と
の

併
設
を
行
っ
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
こ
れ
を
可
能
と
す
る
た
め
の
支

援
を
検
討
す
る
こ
と
。

十
五

宮
内
庁
書
陵
部
及
び
外
務
省
外
交
史
料
館
に
お
い
て
も
、
公
文
書

等
に
つ
い
て
国
立
公
文
書
館
と
共
通
の
ル
ー
ル
で
適
切
な
保
存
、
利
活

用
が
行
わ
れ
る
よ
う
本
法
の
趣
旨
を
徹
底
す
る
こ
と
。

三
、
参
議
院
内
閣
委
員
長
報
告（
平
成
二
一
年
六
月
二
四
日
）

○
愛
知
治
郎
君

た
だ
い
ま
議
題
と
な
り
ま
し
た
法
律
案
に
つ
き
ま
し
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て
、
内
閣
委
員
会
に
お
け
る
審
査
の
経
過
と
結
果
を
御
報
告
申
し
上
げ
ま

す
。本

法
律
案
は
、
公
文
書
等
の
管
理
に
関
す
る
基
本
的
な
事
項
と
し
て
、

行
政
文
書
等
の
作
成
、
保
存
、
国
立
公
文
書
館
へ
の
移
管
等
に
つ
い
て
の

原
則
を
定
め
る
と
と
も
に
、
歴
史
資
料
と
し
て
重
要
な
公
文
書
等
が
国
立

公
文
書
館
等
に
お
い
て
適
切
に
保
存
さ
れ
、
利
用
に
供
さ
れ
る
た
め
に
必

要
な
措
置
等
を
講
ず
る
こ
と
を
主
な
内
容
と
し
て
お
り
ま
す
。

な
お
、
衆
議
院
に
お
き
ま
し
て
、
目
的
規
定
に
公
文
書
等
が
健
全
な
民

主
主
義
の
根
幹
を
支
え
る
国
民
共
有
の
知
的
資
源
と
し
て
主
権
者
で
あ
る

国
民
が
主
体
的
に
利
用
し
得
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
明
記
す
る
こ
と
、
行

政
機
関
の
職
員
が
作
成
す
べ
き
文
書
の
範
囲
を
具
体
化
、
明
確
化
す
る
こ

と
、
行
政
機
関
の
長
は
、
保
存
期
間
が
満
了
し
た
行
政
文
書
フ
ァ
イ
ル
等

の
廃
棄
に
つ
い
て
内
閣
総
理
大
臣
の
同
意
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の

と
す
る
こ
と
を
主
な
内
容
と
す
る
修
正
が
行
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

委
員
会
に
お
き
ま
し
て
は
、
公
文
書
管
理
の
法
制
化
の
意
義
、
作
成
す

べ
き
文
書
の
範
囲
、
国
及
び
地
方
に
お
け
る
公
文
書
管
理
体
制
の
充
実
強

化
、
国
立
公
文
書
館
の
組
織
の
在
り
方
等
に
つ
い
て
質
疑
が
行
わ
れ
ま
し

た
が
、
そ
の
詳
細
は
会
議
録
に
よ
っ
て
御
承
知
願
い
ま
す
。

質
疑
を
終
了
し
、
採
決
の
結
果
、
本
法
律
案
は
全
会
一
致
を
も
っ
て
原

案
ど
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

な
お
、
本
法
律
案
に
対
し
二
十
一
項
目
か
ら
成
る
附
帯
決
議
を
行
い
ま

し
た
。

以
上
、
御
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

○
附
帯
決
議（
平
成
二
一
年
六
月
二
三
日
）

政
府
は
、
公
文
書
等
が
、
国
民
共
有
の
知
的
資
源
で
あ
り
、
そ
の
適
切

な
管
理
、
体
系
的
な
保
存
及
び
利
用
制
度
の
整
備
が
、
国
の
基
本
的
な
責

務
・
機
能
で
あ
る
と
と
も
に
、
将
来
の
発
展
へ
の
基
盤
で
あ
る
こ
と
を
深

く
認
識
し
て
、
本
法
の
施
行
に
当
た
っ
て
は
、
次
の
諸
点
に
つ
い
て
適
切

な
措
置
を
講
ず
べ
き
で
あ
る
。

一
、
公
文
書
管
理
の
改
革
は
究
極
の
行
政
改
革
で
あ
る
と
の
認
識
の
も

と
、
公
文
書
管
理
の
適
正
な
運
用
を
着
実
に
実
施
し
て
い
く
こ
と
。

二
、
国
民
に
対
す
る
説
明
責
任
を
果
た
す
た
め
、
行
政
の
文
書
主
義
の
徹

底
を
図
る
と
い
う
本
法
の
趣
旨
に
か
ん
が
み
、
外
交
・
安
全
保
障
分
野

も
含
む
各
般
の
政
策
形
成
過
程
の
各
段
階
に
お
け
る
意
思
決
定
に
関
わ

る
記
録
を
作
成
し
、
そ
の
透
明
化
を
図
る
こ
と
。
ま
た
、
軽
微
性
を
理

由
と
し
た
文
書
の
不
作
成
が
恣
意
的
に
行
わ
れ
な
い
よ
う
に
す
る
と
と

も
に
、
文
書
の
組
織
共
用
性
の
解
釈
を
柔
軟
な
も
の
と
し
、
作
成
後
、

時
間
を
経
過
し
た
文
書
が
不
必
要
に
廃
棄
さ
れ
な
い
よ
う
に
す
る
こ

と
。

三
、
行
政
機
関
の
政
策
決
定
並
び
に
事
務
及
び
事
業
の
実
績
を
合
理
的
に

跡
付
け
、
又
は
検
証
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
、
行
政
機
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関
に
よ
る
委
託
事
業
に
係
る
元
デ
ー
タ
が
確
実
に
取
得
さ
れ
る
仕
組
み

を
検
討
す
る
こ
と
。

四
、
行
政
文
書
の
管
理
が
適
正
に
行
わ
れ
る
こ
と
を
確
保
す
る
た
め
、
作

成
か
ら
一
定
期
間
が
経
過
し
た
行
政
文
書
を
そ
の
保
存
期
間
満
了
前
に

一
括
し
て
保
管
等
の
管
理
を
行
う
制
度
（
い
わ
ゆ
る
中
間
書
庫
の
制

度
）
の
各
行
政
機
関
へ
の
導
入
に
つ
い
て
検
討
を
行
う
こ
と
。

五
、
保
存
期
間
の
満
了
に
よ
り
廃
棄
さ
れ
る
行
政
文
書
の
量
が
膨
大
な
も

の
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
廃
棄
に
係
る
行
政
文
書
の
内
容
の
審
査
等

に
要
す
る
内
閣
総
理
大
臣
の
補
佐
体
制
を
強
化
す
る
こ
と
。

六
、
公
文
書
の
管
理
・
利
活
用
に
関
す
る
情
報
を
十
分
に
公
開
し
、
そ
の

在
り
方
に
つ
い
て
多
角
的
な
専
門
的
知
見
及
び
幅
広
い
国
民
の
意
見
が

取
り
入
れ
ら
れ
る
機
会
を
設
け
る
こ
と
。

七
、
特
定
歴
史
公
文
書
等
の
適
切
な
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
化
を
推
進

し
、
一
般
の
利
用
を
促
進
す
る
こ
と
。

八
、
公
文
書
の
電
子
化
の
在
り
方
を
含
め
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
の
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
の
策
定
、
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
の
標
準
化
及
び
原
本
性
確
保
等
の
技

術
的
研
究
を
推
進
し
、
電
子
公
文
書
の
長
期
保
存
の
た
め
の
十
分
な
検

討
を
行
う
こ
と
。

九
、
国
立
公
文
書
館
等
へ
移
管
さ
れ
た
特
定
歴
史
公
文
書
等
に
対
す
る
利

用
制
限
に
つ
い
て
は
、
利
用
制
限
は
原
則
と
し
て
三
十
年
を
超
え
な
い

も
の
と
す
べ
き
と
す
る
「
三
十
年
原
則
」
等
の
国
際
的
動
向
・
慣
行
を

踏
ま
え
、
必
要
最
小
限
の
も
の
と
す
る
こ
と
。

十
、
特
定
歴
史
公
文
書
等
の
利
用
請
求
及
び
そ
の
取
扱
い
に
お
け
る
除
外

規
定
で
あ
る
本
法
第
十
六
条
に
規
定
す
る
「
行
政
機
関
の
長
が
認
め
る

こ
と
に
つ
き
相
当
の
理
由
」
の
有
無
の
判
断
に
関
し
て
は
、
恣
意
性
を

排
し
、
客
観
性
と
透
明
性
を
担
保
す
る
方
策
を
検
討
す
る
こ
と
。

十
一
、
宮
内
庁
書
陵
部
及
び
外
務
省
外
交
史
料
館
に
お
い
て
も
、
公
文
書

等
に
つ
い
て
国
立
公
文
書
館
と
共
通
の
ル
ー
ル
で
適
切
な
保
存
、
利
活

用
が
行
わ
れ
る
よ
う
本
法
の
趣
旨
を
徹
底
す
る
こ
と
。

十
二
、
本
法
に
基
づ
く
政
令
等
の
制
定
・
改
廃
に
際
し
て
は
、
十
分
に
情

報
を
公
開
し
、
多
角
的
な
専
門
的
知
見
及
び
幅
広
い
国
民
の
意
見
が
取

り
入
れ
ら
れ
る
機
会
を
設
け
る
こ
と
。

十
三
、
公
文
書
の
適
正
な
管
理
が
、
国
民
主
権
の
観
点
か
ら
極
め
て
重
要

で
あ
る
こ
と
に
か
ん
が
み
、
職
員
の
公
文
書
管
理
に
関
す
る
意
識
改
革

及
び
能
力
向
上
の
た
め
の
研
修
並
び
に
専
門
職
員
の
育
成
を
計
画
的
に

実
施
す
る
と
と
も
に
、
専
門
職
員
の
資
格
制
度
の
確
立
に
つ
い
て
検
討

を
行
う
こ
と
。
ま
た
、
諸
外
国
に
お
け
る
公
文
書
管
理
体
制
の
在
り
方

を
踏
ま
え
、必
要
な
人
員
、施
設
及
び
予
算
を
適
正
に
確
保
す
る
こ
と
。

十
四
、
既
に
民
営
化
さ
れ
た
行
政
機
関
や
独
立
行
政
法
人
等
が
保
有
す
る

歴
史
資
料
と
し
て
重
要
な
文
書
に
つ
い
て
、
適
切
に
国
立
公
文
書
館
等

に
移
管
さ
れ
る
よ
う
積
極
的
に
対
応
す
る
こ
と
。
ま
た
、
国
民
共
有
の

知
的
資
源
を
永
く
後
世
に
伝
え
る
た
め
、
特
定
歴
史
公
文
書
等
の
保
存
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・
修
復
に
万
全
を
期
す
る
こ
と
が
で
き
る
体
制
を
整
備
す
る
こ
と
。

十
五
、
本
法
の
趣
旨
を
踏
ま
え
て
地
方
公
共
団
体
に
お
け
る
公
文
書
管
理

の
在
り
方
の
見
直
し
を
支
援
し
、
ま
た
、
国
立
公
文
書
館
と
地
方
公
文

書
館
と
の
連
携
強
化
を
図
る
こ
と
。

十
六
、
一
部
の
地
方
公
共
団
体
に
お
い
て
公
文
書
館
と
公
立
図
書
館
と
の

併
設
を
行
っ
て
い
る
こ
と
を
考
慮
し
つ
つ
、
よ
り
多
く
の
公
文
書
館
が

設
置
さ
れ
る
こ
と
を
可
能
と
す
る
環
境
の
整
備
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ

と
。

十
七
、
刑
事
訴
訟
に
関
す
る
書
類
に
つ
い
て
は
、
本
法
の
規
定
の
適
用
の

在
り
方
を
引
き
続
き
検
討
す
る
こ
と
。

十
八
、
附
則
第
十
三
条
第
一
項
に
基
づ
く
検
討
に
つ
い
て
は
、
行
政
文
書

の
範
囲
を
よ
り
広
げ
る
方
向
で
行
う
と
と
も
に
、
各
行
政
機
関
に
お
け

る
公
文
書
管
理
の
状
況
を
踏
ま
え
、
統
一
的
な
公
文
書
管
理
が
な
さ
れ

る
よ
う
、
公
文
書
管
理
法
制
に
お
け
る
内
閣
総
理
大
臣
の
権
限
及
び
公

文
書
管
理
委
員
会
の
在
り
方
に
つ
い
て
も
十
分
検
討
す
る
こ
と
。

十
九
、
公
文
書
等
の
管
理
に
関
す
る
施
策
を
総
合
的
か
つ
一
体
的
に
推
進

す
る
た
め
の
司
令
塔
と
し
て
公
文
書
管
理
に
係
る
政
策
の
企
画
・
立
案

及
び
実
施
を
担
当
す
る
部
局
及
び
機
構
の
在
り
方
に
つ
い
て
検
討
を
行

う
こ
と
。

二
十
、
行
政
機
関
の
み
な
ら
ず
三
権
の
歴
史
公
文
書
等
の
総
合
的
か
つ
一

体
的
な
管
理
を
推
進
す
る
た
め
、
国
立
公
文
書
館
の
組
織
の
在
り
方
に

つ
い
て
、
独
立
行
政
法
人
組
織
で
あ
る
こ
と
の
適
否
を
含
め
て
、
検
討

を
行
う
こ
と
。

二
十
一
、
公
文
書
管
理
と
情
報
公
開
が
車
の
両
輪
関
係
に
あ
る
も
の
で
あ

る
こ
と
を
踏
ま
え
、
両
者
が
適
正
か
つ
円
滑
に
実
施
さ
れ
る
よ
う
万
全

を
期
す
る
こ
と
。

右
決
議
す
る
。
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